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北校舎（N 館）1 階

北校舎（N 館）2 階

北校舎（N 館）3 階
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東校舎（E 館）

図書館棟 2 階

1 階 2 階

4 階 5 階
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若手研究者交流会
9 月 12 日（木）　16：00－18：30

日本教育社会学会では、全国各地の大学・大学院等において教育社会学研究の研鑽を積んでいる

若手研究者を対象に、下記の要領で若手研究者交流会を開催することにいたしました。本交流会は、

気軽に若手研究者同士で研究計画や研究成果、キャリアプラン等を検討・相談できる場を提供し、

参加者相互の新たなネットワークの構築を図ることを目的としています。

特に今年度の学会大会（於信州大学）では、残念ながら学会・大会校主催での懇親会が開催され

ないことを踏まえ、若手・初期キャリアの方々に対してだけでも懇親の場を提供しようと教育部が

思い立ち、例年とは異なる会合を企画いたしました。多数のご参加をお待ちしております。

【日時】 2024 年 9 月 12 日（木）16:00 〜 18:30

【場所】 信州大学 長野（教育）キャンパス　教育学部図書館２階 講義室

【参加対象】 学部生、大学院生、初期キャリアの研究者で教育社会学に関心の

ある方（非学会員も可）

【参加費】 飲食代 2,000 円（仮）

【実施形態】 対面

【タイムライン】

　16：00 ～ 17：00

　17：00 ～ 18：30

アイスブレイク（あらかじめ割り振られたグループ内での参加者

の自己紹介・研究関心・悩み等の共有：1 人 5 分程度。）

懇親会（初期割り振りグループを超えて自由な交流）

【参加申込〆切】 8月 12日（月）

参加者のみなさまへ
■  参加される方は全員、以下いずれかの情報を 8月 12日（月）までに下記の Google フォー

ムに記入してください。

　 https://forms.gle/GPa94bknwng57v12A
　　　・自己紹介・研究関心・悩み等（400 字程度）

　　　・ 本大会での発表予定者は発表資料を自己紹介代わりの資料として代用可（フォーム

の「自己紹介・研究関心・悩み」の記入は省略可）

　　　・その他自己紹介代わりの資料やレジュメ、論文の抜き刷り等も配布可能

　　　　※ 学会大会での発表資料やその他資料・レジュメ・論文等を若手の会で配布する場

合は、紙媒体・電子媒体を問わず参加者が各自用意してください。

　　　　※ できる限り電子媒体での配布（ファイルのアップロード先 URL の通知等）をお

願いいたします。

■  Google フォームにアップロードされた自己紹介・研究関心・悩み等の記述資料について

は紙媒体での配布はいたしませんので、各自 PC やタブレット等を持ち込みの上、クラウ

ドからダウンロードしてください（URL は後日連絡いたします）。会場の WiFi は完備さ

れています。

 【問い合わせ先】日本教育社会学会教育部

 jses.yseminor.20232024@gmail.com
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Ⅰ－ 1 部会

方法論・分析法
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　N201

司会

濱本真一（日本大学）

9：30－9：55 1． 初期キャリアの状況とその後のライフイベント 

――関連性に変化はあったのか

  〇香川めい（大東文化大学）

9：55－10：20 2． 曜日と時間帯によって異なる子どもの生活時間の階層性

  〇胡中孟徳（東京大学）

10：20－10：45 3． 特異項目機能（DIF）による全国学力・学習状況調査の分析

  〇川口俊明（福岡教育大学）

10：45－11：10 4． PIAAC（国際成人力調査）のデータとその分析方法について

  〇廣田英樹（文部科学省国立教育政策研究所）

11：10－11：35 5． 量的調査の回収率・精度向上に向けた調査員の確保・育成研究  

−統計法・統計委員会をめぐる政治モデルの検討に基づいて

  〇西村幸満（国立社会保障・人口問題研究所）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 2 部会

教育の歴史社会学
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　E101

司会

高橋靖幸（新潟県立大学）

9：30－9：55 1． 草創期大学の学問発信と街のメディア

  〇菅原慶子（東京大学大学院）

9：55－10：20 2． 1950 年代におけるメディア業界の学歴：『日本新聞年鑑』の分析

  〇河崎吉紀（同志社大学）

10：20－10：45 3． 近代の新聞記事にみる女学生イメージの変遷

  〇野村和（武蔵野短期大学）

10：45－11：10 4． 明治・大正期における学生寄宿舎の機能－常盤会寄宿舎を事例に

  〇遠藤健（早稲田大学）

  　小峰隆広（早稲田大学大学院 ･ 非会員）

11：10－11：35 5． 戦後日本における〈青少年〉観の形成 

ー司法・中央青少年問題協議会・警察に着目して

  〇中山良子（大阪公立大学工業高等専門学校）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 3 部会

教育問題・社会問題（1）
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　N101

司会

間山広朗（神奈川大学）

9：30－9：55 1． 「問題化」以降の少年犯罪報道 

――2005 ～ 2023 年の『朝日新聞』報道を例にして

  〇牧野智和（大妻女子大学）

9：55－10：20 2． 刑務所処遇における「教育」の構造 

―「教育刑論」以降の教育主義の展開に関する一考察―

  〇仲野由佳理（日本大学）

10：20－10：45 3． 教育問題における「家庭」の検討

  〇加藤美帆（東京外国語大学）

10：45－11：10 4． 「「教育困難校」はいかにして成立してきたのか 

ー「高校百校新設計画」により増設された神奈川県立高校全日制・新設

校を事例にー」

  〇裵潤哲（京都大学大学院）

11：10－11：35 5． 生徒の逸脱と教員文化―喫煙への指導を対象として

  〇井上慧真（大阪経済大学）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 4 部会

ジェンダーと教育（1）
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　E201

司会

河野銀子（九州大学）

9：30－9：55 1． 教員採用のジェンダー差

  〇松宮慎治（信州大学）

9：55－10：45 2． 小学校女性管理職をめぐる同一県内の世代差・地域差の分析  

ー女性管理職割合が高い県に着目してー

  〇寺町晋哉（宮崎公立大学）

  　木村育恵（北海道教育大学）

  〇波多江俊介（熊本大学）

  〇濱貴子（関西大学）

  〇楊川（九州国際大学）

  　跡部千慧（東京都立大学 ･ 非会員）

  　瀬川朗（鹿児島大学 ･ 非会員）

  　高島裕美（名寄市立大学）

  　柴田里彩（高知大学 ･ 非会員）

10：45－11：35 3． 大学院博士課程在籍中に抱える困難の性差

  〇中野円佳（東京大学）

  〇九鬼成美（東京大学大学院）

  〇久保京子（東京大学大学院）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 5 部会

高等教育：学生・キャリア（1）
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　N202

司会

朴澤泰男（国立教育政策研究所）

9：30－9：55 1． 文系学部卒業生による大学教育の回顧ー仕事と教育の関係に着目して

  〇二宮祐（群馬大学）

9：55－10：20 2． 薬学分野における研究・教育成果に関する研究 

―4・6 年制課程の併存と研究・教育―

  〇速水幹也（名古屋大学大学院）

10：20－10：45 3． 教員志望でなかった学生はなぜ教員になったのか

  〇金弘実久（広島大学大学院）

10：45－11：10 4． 少子化時代の高校受験： 

都道府県別の競争倍率の推移と卒業後の進路の変容に着目して

  〇相澤真一（上智大学）

11：10－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 6 部会

高等教育：制度・政策
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　N303

司会

木村拓也（九州大学）

9：30－9：55 1． 貧困地域出身大学生の適応問題に関する実証的研究 

―中国の大学入試における積極的格差是正措置「貧困専項計画」に着目

して―

  〇安梓瀅（東京大学大学院）

9：55－10：20 2． 中国の大学における必修科目としてのインターンシップの現状と課題  

－ A 大学の卒業生と教員に対するインタビュー調査を通して－

  〇王雨遥（一橋大学大学院）

10：20－10：45 3． 中国独立学院制度の持続と現在について

  〇潘秋静（山梨学院大学）

  　闕明坤（浙江大学 ･ 非会員）

10：45－11：10 4． 「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」（COC+）とは何だったのか 

――複数の比較軸による多面的な検証

  〇小山治（京都産業大学）

11：10－11：35 5． 大学のパフォーマンス・ガバナンスに関する論点整理

  〇杉本和弘（東北大学）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 7 部会

進路と教育（1）
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　N301

司会

森いづみ（中央大学）

9：30－9：55 1． 高校生の将来展望と進路選択：学歴ベースと職業ベースの対比から

  〇山口哲司（東京大学大学院）

9：55－10：20 2． 高校における格差生成過程の日中比較――PISA2018 を用いて――

  〇原媛（同志社大学大学院）

10：20－10：45 3． 過去の成績が進路希望の変化に与える影響

  〇遠藤優太（京都大学大学院）

10：45－11：35 4． 高校入試における内申書の意味と機能に関する社会学的研究  

―全国（2020）及び 2 都県（2022）調査データの分析― 

  〇中村高康（東京大学）

  〇田垣内義浩（東京大学大学院）

  〇山口ゆり乃（東京大学大学院）

  　藤原翔（東京大学）

  　伊藤美遥（株式会社クニエ）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅰ－ 8 部会

家族と教育
9 月 13 日（金）　9：30－12：00　E401

司会

天童睦子（宮城学院女子大学）

9：30－9：55 1． 中学生・高校生の生活における家事：ジェンダー差に注目して

  〇戸髙南帆（東京大学大学院）

9：55－10：20 2． 子育て世代の信頼とネットワーク

  〇荒牧草平（大阪大学）

10：20－10：45 3． 高校非進学・中退経験をもつ母親における進学期待の形成

  〇桑山碧実（大阪大学大学院）

10：45－11：35 4． 大規模公営団地における低所得層家族の生活と教育戦略のその後 

～継続インタビュー調査の分析～ 

  〇小澤浩明（東洋大学）

  　栗原和樹（東京大学（日本学術振興会特別研究員 PD））

  　前馬優策（広島経済大学 ･ 非会員）

  　松田洋介（大東文化大学）

  〇三浦芳恵（東京都立大学）

  〇山田哲也（一橋大学）

11：35－12：00 総括討論
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ポスター発表部会
9 月 13 日（金）　13：15－14：05　図書館棟　2 階講義室

番号 発表者（所属） 題目

P1 〇太田昌志（追手門学院大学）

　川口広美（広島大学 ･ 非会員）

　古田雄一（筑波大学 ･ 非会員）

　北山夕華（大阪大学）

学校への態度と政治への態度 ―高校生の社会

参加に関する質問紙調査から―

P2 〇佐藤公彦（NPO 法人 Teach For Japan） ファーストジェネレーション学生はどのよう

な径路を経て大学進学するのか ―TEM（複線

径路等至性モデリング）を用いた分析―

P3 〇加藤一晃（名古屋芸術大学） 小学生の職業希望の変動―1970 年代以降の

全国調査の再集計から―

P4 〇反橋一憲（愛知淑徳大学） 2000 年代以降のクイズ番組における「学歴」 

―おバカブームと東大ブームの教育社会学的

研究に向けた予備的考察―

P5 〇金南咲季（椙山女学園大学） 子育て家庭の資本の差異：大学ランク・専

攻・ジェンダーに着目して

P6 〇立石慎治（筑波大学） 専門職大学・専門職短期大学の教員のキャリ

ア類型：専門分野間比較の視点から

P7 〇木村育恵（北海道教育大学）

〇池上徹（関西福祉科学大学）

　河野銀子（九州大学）

　跡部千慧（東京都立大学 ･ 非会員）

　田口久美子（和洋女子大学 ･ 非会員）

　髙野良子（植草学園大学名誉教授 ･ 非会員）

　井上いずみ（公立学校教員 ･ 非会員）

学校教員のキャリア形成と同僚性—全国教員

調査の分析から

P8 〇新谷康浩（横浜国立大学） 職業教育を介したジョブ型キャリアによる社

会的地位達成

P9 〇鴨下響（早稲田大学大学院） 「学び直し」の促進要因についての検討―職場

環境の効果に着目して―

P10 〇鳶島修治（群馬大学） 母親の進学期待と中学生の学校外教育利用

P11 〇依田公華（東京大学大学院） 理容師・美容師のライフコースと職業規範に

関する社会学的分析

P12 〇鎌田健太郎（東京大学大学院） スキル形成における高等教育の役割

P13 〇松川亜矢（名古屋大学大学院） 音楽大学における教育体制ー教授職の専門分

野構成に着目してー

P14 〇山口真美（松山東雲女子大学） 保育者養成課程における保護者支援に関する

科目の実態
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Ⅱ－ 1 部会

子ども・青少年
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　E101

司会

堀健志（上越教育大学）

14：20－14：45 1． ユースセンターにおける仲間集団との関わりが及ぼす作用

  〇水野聖良（大阪大学大学院）

14：45－15：10 2． フリースクール実践において空間はいかに解釈されているのか

  〇藤村晃成（大分大学）

15：10－15：35 3． 生徒文化としての高校生の学び—生徒文化研究を学び領域に拡張する

  〇大多和直樹（お茶の水女子大学）

15：35－16：00 4． 子供若者の意見聴取活動に関する実験的取り組み  

ー参加参画の方法論をめぐってー

  〇古賀正義（子供若者支援研究所）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 2 部会

初等・中等教育
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　E201

司会

渡邉雅子（名古屋大学）

14：20－14：45 1． 小学校担任教師による学級指導観の導入  

―Wieder のコード分析を手がかりに―

  〇齋藤楓美（神奈川大学大学院）

14：45－15：10 2． 中学校国語科の授業における生徒の社会的志向性の認識様態 

―説明的文章教材を扱う授業実践から―

  〇山田美都雄（宮城教育大学）

  　小澤昌之（東京学芸大学）

15：10－15：35 3． 社会的課題を扱う探究学習の課題設定過程  

―進学校の高校におけるフィールドワークをもとに―

  〇小原明恵（筑波大学）

15：35－16：00 4． 教師ネットワークと勤務時間外で行われる学習会  

―小学校特別活動を事例に― 

  〇長谷川祐介（大分大学）

  　藤村晃成（大分大学）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 3 部会

教育問題・社会問題（2）
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N101

司会

伊藤茂樹（駒澤大学）

14：20－14：45 1． WEB 小説から読む現代の能力主義

  〇羅大為（広島大学大学院）

14：45－15：10 2． 教師による有形力の行使はいかに報道されたか 

－ 1970 年代以降の朝日新聞を対象に

  〇村上慧（名古屋大学大学院）

15：10－15：35 3． 就学問題の社会的構築：小 1 プロブレムと小 1 の壁

  〇酒井朗（上智大学）

15：35－16：00 4． いじめ問題とはなんだったのか（2） 

――モラルパニック論的アプローチによる検証の試み――

  〇山本雄二（なし）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 4 部会

社会的公正と教育
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　E401

司会

清水睦美（日本女子大学）

14：20－14：45 1． 外国人の子どもの移行における構造的制約 

－立ちはだかる在留資格の壁をめぐって

  〇今井貴代子（大阪大学）

14：45－15：10 2． 学校でのいじめやハラスメントによる中高年期までの長期的影響  

―「家族と性と多様性にかんする全国アンケート」による < 子ども期の

逆境体験（ACE）> 分析―

  〇岩本健良（金沢大学）

15：10－15：35 3． 学校園教員の人権に関する意識と人権教育指導経験 

——T 市における人権意識調査から

  〇内田龍史（関西大学）

15：35－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 5 部会

社会階層と教育（1）
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N201

司会

松岡亮二（龍谷大学）

14：20－14：45 1． パネル調査から見る高校進学の様相：通信制高校への進学に着目して

  〇中西啓喜（桃山学院大学）

14：45－15：10 2． 非大卒親・子教育アスピレーションの「温度差」： 

CEPS 調査に基づく実証分析

  〇陳炯楷（早稲田大学大学院）

15：10－16：00 3． 大学に進学しない人々の高収入機会―高卒・専門学校卒者に着目して

  〇有田伸（東京大学）

  〇多喜弘文（東京大学）

  　平沢和司（北海道大学）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 6 部会

高等教育：学生・キャリア（2）
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N202

司会

濱中淳子（早稲田大学）

14：20－14：45 1． 中国における大学生の修士教育に対する価値意識

  〇陳思源（上智大学大学院）

14：45－15：10 2． マレーシアにおける教育拡大とアスピレーションの実現 

――親階層および民族属性の影響の検討

  〇田中李歩（一橋大学）

15：10－15：35 3． 時系列的にみた大学進学第一世代の特徴についての分析  

- 千葉県在住者を対象とした調査をもとに -

  〇池田美穂（千葉大学大学院）

15：35－16：00 4． アメリカの大学における第一世代学生（First Generation Students：

FGS）への 支援－ FGS という支援枠組みの検討

  〇河野志穂（新潟大学） 

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 7 部会

進路と教育（2）
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N203

司会

藤田武志（日本女子大学）

14：20－14：45 1． 中国における農村戸籍職業高校生の再加熱  

―「対口招生」を通じ進学成功者に着目する―

  〇付江天（上智大学大学院）

14：45－15：10 2． 塾が児童・生徒の学習意欲に与える影響に関する研究

  〇東山楓佳（東北大学大学院）

15：10－16：00 3． 女子の大学進学における専攻分野の選択を規定する要因の検討  

中学から高校卒業後の進路決定までの縦断データ（JLSCP）を用いた分析

  〇木村治生（ベネッセ教育総合研究所）

  〇河野銀子（九州大学）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 8 部会

教師（1）
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N301

司会

紅林伸幸（常葉大学）

14：20－14：45 1． 教師の教職生活に関する意識等についての分析

  〇有海拓巳（浜銀総合研究所）

14：45－15：10 2． 中国における教員と保護者の関係

  〇朱新雅（広島大学大学院）

15：10－15：35 3． 校区の社会経済的背景と教員の人事異動・配置

  〇中村瑛仁（京都教育大学）

15：35－16：00 4． 戦後教育における地球市民教育の源流と教師教育

  〇小高さほみ（上越教育大学）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 9 部会

異文化間教育
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N303

司会

ハヤシザキカズヒコ（福岡教育大学）

14：20－14：45 1． 帰国した中国系移民第 2 世代のキャリア意識  

- 若者たちへのインタビューから -

  〇王梓昂（筑波大学大学院）

14：45－15：10 2． 外国人生徒への組織的な支援の課題に関する予備的研究  

―特別支援教育との関連から―

  〇伊藤莉央（大阪大学）

15：10－15：35 3． ニュージーランドの中等学校における成人難民出身者に対する英語教育

  〇柿原豪（新潟大学）

15：35－16：00 4． 移民の子どもの学力と言語的要因との関係

  〇中原慧（同志社大学）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅱ－ 10 部会

English Session（1）：Education and Social Change
9 月 13 日（金）　14：20－16：20　N302

司会

Satoko Fukahori（Kyusyu University）/ 深堀聡子（九州大学）

Shinichi Aizawa（Sophia University）/ 相澤真一（上智大学）

14：20－14：45 1． Research on strategic alliances and educational diversification in 

a post-globalization context 

The neo-liberal education challenges of Taiwan

  　Yu-Hao Wang（King’s College London） 

  〇Chun-Ping Wang（ National Taipei University of 

Education）

14：45－15：35 2． Internationalization and regional revitalization in Taiwan's local 

universities 

Taiwan internationalization regional revitalization

  〇 Ayaka Noda（NIAD-QE）/ 

野田文香（独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構）

  〇LIU Jing（Tohoku Univeristy）/ 劉靖（東北大学）

15：35－16：00 3． Learning to Get a Way out? How Working Class Kids Do at School 

and in the Job Market

  ○Chun-Wen Lin（National Chiayi University）

16：00－16：20 総括討論
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Ⅲ－ 1 部会

教育と相互行為
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　E101

司会

森一平（帝京大学）

16：35－17：00 1． 学級の「継続的」な活動を支える教師の指導 

―教師 - 児童間の相互行為に着目して

  〇平井大輝（立教大学大学院）

17：00－17：25 2． 児童による応答の方向修正はいかにして可能になっているのか 

―小学校における授業実践の分析から― 

  〇鯨井健斗（東京大学大学院）

17：25－17：50 3． 観察しているということを観察させること 

ー授業の緊張概念の社会学的考察ー

  〇石野未架（同志社大学）

17：50－18：15 4． 授業内相互行為における修正の構成―なぎなた実技授業を事例として―

  〇高木誠一（国際武道大学）

18：15－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 2 部会

地域社会と教育（1）
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N101

司会

吉川徹（大阪大学）

16：35－17：00 1． 人口減少地域における若者の移行と自己社会化： 

ローカル・トラック概念の再検討を通して

  〇水野遼太郎（京都大学大学院）

17：00－17：25 2． 若者文化からみるローカル・トラック 

ー新潟県魚沼・十日町地域と首都圏を往還する若年女性に着目してー

  〇市村望（一橋大学大学院）

17：25－18：15 3． 新居浜太鼓祭りにみるライフコースとジェンダー： 

トランジション経験の地域差に関する調査報告（1）

  〇尾川満宏（広島大学）

  〇都島梨紗（岡山大学）

  　市村望（一橋大学大学院）

  　金弘実久（広島大学大学院）

  　上山浩次郎（北海道大学）

  　新藤慶（群馬大学）

  　鈴鹿翔大（大阪大学大学院 ･ 非会員）

  　知念渉（大阪大学）

  　野村駿（秋田大学）

  　水野聖良（大阪大学大学院）

18：15－18：35 総括討論

35



Ⅲ－ 3 部会

教育問題・社会問題（3）
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N202

司会

藤村晃成（大分大学）

16：35－17：00 1． 「努力は報われる」という主観が子どもの幸福感に与える影響 

―出身階層と人生満足度に着目して―

  〇小西凌（三重大学大学院）

17：00－17：25 2． 通信制高校におけるカリキュラムの特徴とその変化

  〇濱沖敢太郎（鹿児島大学）

  　内田康弘（愛知学院大学）

  　神崎真実（追手門学院大学 ･ 非会員）

  　土岐玲奈（星槎大学）

17：25－17：50 3． 自治体によるフリースクール利用料補助施策の計量的実証分析

  〇梶原豪人（福山平成大学）

17：50－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 4 部会

ジェンダーと教育（2）
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N301

司会

寺町晋哉（宮崎公立大学）

16：35－17：00 1． 中国ゲイ男性のセクシュアル・アイデンティティの構築とゲイインタレ

ストの生徒文化

  〇徐崢睿（上智大学大学院）

17：00－17：25 2． 文系／理系の進路選択にジェンダー差をもたらす要因の検討

  〇田邉和彦（日本学術振興会・立教大学）

17：25－17：50 3． 専門学校生の就職、将来展望とジェンダー：卒業前調査の結果から

  〇眞鍋倫子（中央大学）

17：50－18：15 4． 地方女子の高校進学

  〇中村知世（東京大学）

18：15－18：35 総括討論

37



Ⅲ－ 5 部会

社会階層と教育（2）
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N201

司会

荒牧草平（大阪大学）

16：35－17：00 1． 附属校出身であること 

―3 大学の学生インタビューによる学生意識の比較分析

  〇武藤浩子（早稲田大学（非常勤））

  　沈雨香（早稲田大学）

  　山本桃子（東京国立博物館 ･ 非会員）

  　木村康彦（千葉大学 ･ 非会員）

  　藤本啓寛（筑波大学）

  　濱中淳子（早稲田大学）

  　吉田文（早稲田大学）

17：00－17：25 2． 新卒採用における能力検査と性格検査の役割： 

オンライン履歴書実験アプローチ

  〇豊永耕平（近畿大学）

17：25－17：50 3． 若年・壮年就業者の入職経路とその後の就業環境にかんする分析

  〇石田賢示（東京大学）

17：50－18：15 4． 実務家教員養成課程での学びと成果―修了生調査の結果から―

  〇日下田岳史（大正大学）

  　谷村英洋（帝京大学）

  　小島佐恵子（玉川大学）

  　橋本鉱市（放送大学）

18：15－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 6 部会

理論
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N303

司会

中村高康（東京大学）

16：35－17：00 1． 教育をめぐる「正常／異常」言説の制度化過程（2）

  〇池田隆英（岡山県立大学）

17：00－17：25 2． 批判的教育学の（不）可能性

  〇栗原和樹（東京大学）

17：25－18：15 3． 自己責任論批判は教育政策の拡充に寄与するか： 

責任概念の理論的検討と社会意識調査による実証的分析から

  　阿部崇史（東京大学）

  〇池田大輝（東京大学大学院）

  〇数実浩佑（宝塚大学）

  〇北野廣平（東京大学大学院）

  〇宮本雅也（日本学術振興会（東京大学））

  　朴慧原（一橋大学）

18：15－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 7 部会

進路と教育（3）
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N203

司会

香川めい（大東文化大学）

16：35－17：00 1． 「合格体験記」のテキストマイニングからみる大学受験という体験  

ー受験生が記す合格までのストーリーー

  〇小関瑠奈（ドルトン東京学園中等部・高等部）

17：00－17：25 2． 大学進学者への進路指導を問い直す  

―心理学の理論と学生時代の学び方に着目して―

  〇師岡あゆみ（お茶の水女子大学大学院）

17：25－17：50 3． キャリア教育において心の概念はいかに問題になるか

  〇布川由利（和歌山大学）

17：50－18：15 4． 学齢期の「なりたかった職業」に就いている人々の特徴

  〇須藤康介（明星大学）

18：15－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 8 部会

特別支援教育
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　E201

司会

木村祐子（東京成徳大学）

16：35－17：00 1． インクルーシブな学級を形成するための教師の役割 

―学級活動を活用した発達障害児の包摂機能に注目して―

  〇小田純也（筑波大学大学院）

17：00－17：25 2． 連絡帳を通じたディスアビリティの同定と子どもの「成長」 

―「つながり」を評価する二重の眼差しを中心に

  〇佐藤貴宣（福井大学）

17：25－17：50 3． 医療的ケア児の就学をめぐる特権的知識の使用

  〇久保田裕斗（びわこ学院大学）

17：50－18：15 4． 共生社会に向けた知的障害特別支援学校高等部におけるキャリア教育の

実践に関する考察

  〇中島 NAKASHIMA 弘和

18：15－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 9 部会

情報通信と教育
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　E401

司会

井上義和（帝京大学）

16：35－17：00 1． 1 人 1 台端末導入期の教員による授業・宿題の変容と地域差

  〇岡部悟志（ベネッセ教育総合研究所）

17：00－17：25 2． オンライン授業の履修と集中度の決定要因： 

コロナ禍における私立大学学生アンケートの分析結果から

  〇王傑（慶應義塾大学）

  　赤林英夫（慶應義塾大学）

  　小林雅之（桜美林大学）

17：25－18：15 3． 全国の通信制大学における学生の学習状況

  〇中尾友香（中央大学大学院）

  〇宮崎朔（中央大学大学院）

  　眞鍋倫子（中央大学）

  　松田美佐（中央大学 ･ 非会員）

  　澁川 幸加（中央大学 ･ 非会員）

18：15－18：35 総括討論
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Ⅲ－ 10 部会

English Session（2）：Education and Media
9 月 13 日（金）　16：35－18：35　N302

司会

Tomoko Tokunaga（University of Tsukuba）/ 徳永智子（筑波大学）

LIU Jing（Tohoku Univeristy）/ 劉靖（東北大学）

16：35－17：00 1． Inquiry Tasks in Elementary Social Studies Textbooks From the 

Perspective of Inquiry-Based Design

  ○Li-Ching Hung（National Taiwan Normal University）

17：00－17：25 2． The O-STEM Model: Unveiling the Ecology of Open Educational 

Practices in Egyptian STEM Secondary Schools 

Learning Ecology, Decolonization of Education, Open Education

  〇EimanYassin（国際基督教大学大学院）

17：25－18：15 3． Political Intentions over the Quality Assurance of Online Programs 

Witnessed in the Generation of NC-SARA 

Dynamics of the Federal-State-HEI Triad

  〇 Satoko Fukahori（Kyusyu University）/ 

深堀聡子（九州大学）

  〇 Rie Mori（NIAD-QE）/ 

森利枝（大学改革支援・学位授与機構）

18：15－18：35 総括討論
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Ⅳ－ 1 部会

教育費
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　E101

司会

王帥（東京大学）

9：30－9：55 1． 低所得者支援としての塾代等助成事業 

――「受験生チャレンジ支援貸付事業」に関する都議会議事録の分析

  〇早川あゆ美（京都大学大学院）

9：55－10：20 2． 選好の多次元性を考慮した公教育費への意見の研究 

―コンジョイント実験を用いた分析―

  〇森坂太一（東北大学大学院）

10：20－10：45 3． 貸与奨学金の負債と精神的負担

  〇古田和久（新潟大学）

10：45－11：10 4． 教育・福祉の経費負担に対する社会意識の検討： 

2 つの調査票調査を用いた分析

  〇白川優治（千葉大学）

11：10－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 2 部会

地域社会と教育（2）
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　N101

司会

片山悠樹（愛知教育大学）

9：30－9：55 1． オルタナティブスクールにおける「キャリア教育」の実践に関する事例分析

  〇佐川佳之（椙山女学園大学）

9：55－10：20 2． 社会教育事業としての日本語教室「きのくに学びの教室」の現状と課題

  〇松下恵子（関西学院大学）

10：20－11：10 3． 沖縄の若者と青年会活動 

――トランジション経験の地域差に関する調査報告（2）

  〇知念渉（大阪大学）

  〇野村駿（秋田大学）

  　水野聖良（大阪大学大学院）

  　市村望（一橋大学大学院）

  　上山浩次郎（北海道大学）

  　尾川満宏（広島大学）

  　金弘実久（広島大学大学院）

  　新藤慶（群馬大学）

  　鈴鹿翔大（大阪大学大学院 ･ 非会員）

  　都島梨紗（岡山大学）

11：10－11：35 4． 北海道室蘭の地域的特徴と若者の生活と意識： 

トランジション経験の地域差に関する調査報告（3）

  〇上山浩次郎（北海道大学）

  　新藤慶（群馬大学）

  　鈴鹿翔大（大阪大学大学院 ･ 非会員）

  　市村望（一橋大学大学院）

  　尾川満宏（広島大学）

  　金弘実久（広島大学大学院）

  　知念渉（大阪大学大学院）

  　都島梨紗（岡山大学）

  　野村駿（秋田大学）

  　水野聖良（大阪大学大学院）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 3 部会

不登校問題
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　E201

司会

加藤美帆（東京外国語大学）

9：30－9：55 1． 教育支援センターの支援文化 

ー学校への意味づけをめぐる職種間の差異に着目して

  〇別府崇善（東京大学大学院）

9：55－10：20 2． 不登校経験者の進路—不登校特例校の卒業生に着目して

  〇田野倉和子（一橋大学大学院）

10：20－10：45 3． 学校における「見過ごされた子ども」が抱える課題  

ー「不登校」として分類されない子どもに着目してー

  〇中野綾香（日本学術振興会）

10：45－11：10 4． 主体的な不登校に対する地域社会の反応──高知県土佐町の事例から

  〇高山龍太郎（富山大学）

11：10－11：35 5． 学校欠席（不登校）の日独比較－就学義務の「厳格さ」に着目して

  〇布川あゆみ（東京外国語大学）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 4 部会

グローバリゼーションと教育
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　E401

司会

園山大祐（大阪大学）

9：30－9：55 1． 交換留学協定の拡大過程ー大学階層に着目して

  〇太田知彩（立教大学）

9：55－10：20 2． ペルー系移民第二世代の親世代との関係変容に関する研究 

－追跡調査における事例から－

  〇角替弘規（静岡県立大学）

10：20－10：45 3． 公立国際高校における外国にルーツを持つ生徒の生活経験

  〇聶蕙菁（大阪大学大学院）

  　王一瓊（お茶の水女子大学）

10：45－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 5 部会

社会階層と教育（3）
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　N201

司会

小川和孝（東北大学）

9：30－9：55 1． 階層要因が社会関係資本と GPA の相関関係に影響するのか  

—中国におけるレベルの異なる大学の学生を対象として—

  〇呉雨 （新潟大学大学院）

9：55－10：20 2． Boudon の第 1 次効果と第 2 次効果の再検討： 

教育機会の不平等への因果分解分析の適用

  〇藤原翔（東京大学）

10：20－10：45 3． コロナ禍における出身家庭の社会経済的地位の役割

  〇松岡亮二（龍谷大学）

10：45－11：35 4． 被災経験の社会階層差ー中高生の進路形成に着目して

  　清水睦美（日本女子大学）

  〇妹尾渉（国立教育政策研究所）

  　日下田岳史（大正大学）

  〇堀健志（上越教育大学）

  〇松田洋介（大東文化大学）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 6 部会

高等教育：教職員・カリキュラム
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　N202

司会

杉谷祐美子（青山学院大学）

9：30－9：55 1． ＜専門性＞と＜早期性＞のあいだの緊張関係  

―高専教育をめぐる当事者エスノグラフィ― 

  ◯車田研一（福島工業高等専門学校）

9：55－10：20 2． 大人になるのは難しい 

〜大人に必要な生活スキルを教える新しい授業科目 「大人入門」

  〇宇田川拓雄（嘉悦大学（非常勤））

  　松本美奈（帝京大学（非常勤）･ 非会員）

10：20－10：45 3． 米国の大学における教職員のキャリアパスと「専門職」としての認識 

－インタビュー調査の結果から－

  〇小島佐恵子（玉川大学）

10：45－11：10 4． 大学に所属するキャリアコンサルタントの葛藤と対応  

- 組織人としての役割とプロフェッショナルとしての職業倫理の衝突 -

  〇菊池美由紀（愛知淑徳大学）

11：10－11：35 5． アカデミック・プロフェッションと非常勤講師の位置  

－ Contingent Faculty を巡るアメリカ大学教授連合（AAUP）の取組

に注目して－

  〇丸山和昭（名古屋大学）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 7 部会

進路と教育（4）
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　N301

司会

中西啓喜（桃山学院大学）

9：30－9：55 1． 中国における職業学校での経験はどう語られるのか

  〇包婉蓉（広島大学大学院）

9：55－10：20 2． 中学受験プロセスにおける階層差・地域差

  〇濱本真一（日本大学）

10：20－10：45 3． 進路に関する親子間のコミュニケーションが高校生の進路選択に与える

影響

  〇佐伯厘咲（大阪大学大学院）

10：45－11：10 4． 高校の進路指導における生徒の希望進路と配分機能の重視度  

－不本意入学予防に着目して－

  〇竹内正興（香川大学）

11：10－11：35 5． 「探究志向」の制度的背景 

ー探究学習・入試形態・進路意識の関連に関する分析ー

  〇本田由紀（東京大学）

11：35－12：00 総括討論
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Ⅳ－ 8 部会

教師（2）
9 月 14 日（土）　9：30－12：00　N203

司会

伊勢本大（松山大学）

9：30－9：55 1． 教師は学校防犯をどのように語るのか

  〇高野結衣（大阪大学大学院）

9：55－10：20 2． 秋田県公立小 ･ 中学校における初任者研修の実施過程の研究 

－ 統括指導教員によるエスノグラフィー －

  〇多賀谷雅人（能代市立能代第二中学校）

10：20－10：45 3． 進路指導をめぐる教師の専門性  

―塾講師による進路指導との葛藤に関する語りから―

  〇溝脇克弥（名古屋大学大学院）

10：45－11：10 4． 教育実習を通した学生の「教える経験」の構造変容

  〇松川誠一（東京学芸大学）

11：10－11：35 5． 「もうひとつの社会」のための教育社会学－脱権力への試論－

  〇菊地栄治（早稲田大学）

11：35－12：00 総括討論

51



課題研究Ⅰ

教員養成における教育社会学の困難を乗り越える
9 月 14 日（土）13：00－16：00　図書館棟 2 階　講義室

【趣旨】

近年、学校は社会の経済格差の問題やジェンダー・マイノリティー・生育歴・障害など多元的な

アイデンティティが交差する複雑な場として捉えられている。そして教師はこうした社会問題の最

前線に立つ存在として、より高度かつ専門的な見識と技量を持つことがますます期待されている状

況にある。そのなかで、現代の教育課題および教員養成に対して、教育社会学の知見が重要である

ことは言うまでもない。

しかし、実際に教員養成で教育社会学をいかに教えるかは、その科目を担当する大学教員・研究

者にとって複雑な課題となりつつある。社会階層やアイデンティティといった問題が、教員志望者

ひいては社会にとってアクチュアルな問題になればなるほど、その問題はセンシティブなものにな

りうる。その一方で、均質性の高いローカリティーを経験してきた学生に対しては、社会構造の複

雑さの問題性にそもそも関心をもたせることが困難な場合も少なくない。多様な出自の学生が想定

される昨今の大学教育の現場において事態はますます複雑になっているといえる。それだけではな

く、教員としての「即戦力」が求められることの多い教員養成の場においては、さまざまな批判力

を持つ教育社会学の知見が、現場で流通している教育言説に対して緊張関係をもたらすこともある。

また、教育社会学が教員養成において「必修」ではない現状や、「教職課程コアカリキュラム」に

よる要請にいかに向き合うべきなのかという制度的な問題も横たわっている。

このような状況を踏まえ、本課題研究では教員養成における教育社会学の位置や意義を捉え、そ

こで生じている諸課題を再検討してみたい。上記の問題に対して、教育社会学者はどのような課題

や解決が見出していくことができるのか。本課題研究ではさまざまな立場からの議論を通して、教

育社会学の知見をいかに社会に還元するかというより大きな問題への見通しを得ることをねらいと

したい。

　　　司会：川村光（関西国際大学）、粕谷圭佑（奈良教育大学）

　　　報告 1： 太田拓紀（滋賀大学） 

教員養成の「かくれた危険」と教育社会学教育の可能性

　　　報告 2： 金子真理子（東京学芸大学） 

「大学における教員養成」とは何か 

―どこから来てどこへ行こうとしているのか―

　　　報告 3： 鈴木雅博（明治大学） 

教員養成における教育社会学の展開可能性 

―エスノメソドロジーを事例として―

　　　討論者：福島裕敏（弘前大学）

（研究委員：粕谷圭佑、川村光、林明子）
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課題研究Ⅱ

オープンサイエンスと研究倫理をいかに両立させるか
9 月 14 日（土）13：00－16：00　E504

【趣旨】

近年の学術研究の動向として、オープンサイエンスの進展と研究倫理の重視がある。オープンサ

イエンスは、国内では第 6 期科学技術・イノベーション基本計画を契機として、学術政策の中でよ

り大きな位置を占めるようになっている。研究倫理にかんしては、各学会における倫理綱領の制定

などが 2000 年代後半から進み、各機関において研究倫理審査が重視されるなど厳格化の傾向にある。

とくに研究データの扱いという点において、これら 2 つの動向には相反する側面がある。たとえ

ば、オープンサイエンスの方針のもとデータを共有・公開することは、調査対象者・協力者の秘匿

性を下げるという倫理面での課題を生じさせる可能性がある一方で、倫理面だけを強調すると研究

を制約する可能性もある。ただし、これらは単純に相反するものでもない。むしろ、併せて理解を

深めることが適切ではないだろうか。調査対象者の保護の観点がなくては、適切な共有・公開のあ

り方を議論することはできないはずだし、データ共有が推奨されれば、研究データを適切な範囲で

共有することは研究倫理としても要請されるようになろう。あるいは、データ共有が進むなかで、

さまざまにデータが活用されることに倫理的な問題はないのかも課題となりうる。

このような動向を踏まえると、なかでも社会調査を実施する場合には、これまで以上の配慮や、こ

れまでは気にかけていなかった新たな点への注意が求められることが予想される。そのような変化は、

調査の企画・実施から調査データの共有・公開に至るまでのプロセス全体に影響を及ぼすだろう。

以上を踏まえて、本課題研究では、まずオープンサイエンスと研究倫理の動向を共有したうえで、

実際の質的・量的な社会調査の現場においてどのような課題を現在抱えているのか、あるいは今後

生じうるかを提示する。そのうえで、オープンサイエンスと研究倫理の双方の動向に沿った社会調

査をはじめとする研究実践が可能か、それをどう実現させることができるかを議論する。

　　　司会：胡中孟徳（東京大学）、保田時男（関西大学）

　　　報告 1： 南山泰之（国立情報学研究所・非会員） 

研究データ管理とオープンサイエンス

　　　報告 2： 田代志門（東北大学・非会員） 

社会調査の倫理を問い直す―手続きの「厳格化」を超えて―

　　　報告 3： 都島梨紗（岡山大学） 

質的研究におけるオープンサイエンスへの対話に向けて 

―透明性と匿名性のはざまで―

　　　報告 4： 石田賢示（東京大学） 

計量的社会調査研究におけるオープンサイエンスと研究倫理 

―調査研究実践で生じうる懸念について―

　　　討論者：内田良（名古屋大学）

（研究委員：卯月由佳、胡中孟徳、白川俊之、丸山和昭、保田時男）
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現代アメリカにおける学力テスト結果を通じた「教師の効果」測定に関する理
論的・実践的動向の統合的把握を試み、原理的な意義や課題を明らかにする。

現代アメリカにみる「教師の効果」測定
●西野倫世 著
―学力テスト活用による伸長度評価の生成と功罪

児童養護施設の生活環境のダイナミクス
●山口季音 著
児童養護施設における子どもの「育ち」、職員と相互に繋ぐ生活環境の
実態に迫る。フィールドワーク調査から見えてきたものとは。

―家庭で暮らせない子どもの育ちと職員の実践
児
●●山
児児童

――家

明治期前期における子どもの教育と実態を示す資料集。明治前期、
特に明治５年「学制」公布頃までの、子どもや教育の実態を記述する。

明治前期における子どもの実態と教育
●田甫桂三 著

ブルデューの教育社会学理論
―教育システムと社会階級・社会秩序の再生産と変革の理論

ス

の

ブブ
―――教

「権力と正統性の一般人間学」の基礎理論としての教育社会学理論を
再構成し、新たなブルデューの教育社会学理論像を提示。

●小澤浩明 著

私たちの世界にはどのようなジェンダー（社会的性）があるのか。LGBT
の人々への視点を取り入れ新たに編まれた教育社会学テキスト。

新版　教育社会とジェンダー
●河野銀子・藤田由美子　編著
私私た
の人

新新
●●河

ダイバーシティ時代の教育の原理
●藤田由美子・谷田川ルミ 編著
「ジェンダー」や「ダイバーシティ」視点から教育の歴史及び思想、教育
の理念、現代の学校教育の諸課題について学びを深める。

―多様性と新たなるつながりの地平へ
第二版

新

ダ
●藤
「ジ
の理の理

―多

「学校教育と社会」ノート
●山内乾史・武寛子 著
教育社会学の視点から学校・大学と社会のかかわりについて分析。
日本および先進諸国の事例を随時織り交ぜて行う。

―教育社会学への誘い
第四版

教育と社会
●油布佐和子 編著/山﨑準二・高野和子 編集代表
現代社会のあり様と教育との関係をどう捉えるか。さまざまな領域の
実態と課題から教育・学校の実態をマクロな視点で捉える。

育

版

学

教教
●●油
現現代
態

●ネル ノディングス・ローリー ブルックス 著/山辺恵理子 監訳/他訳

批判的思考と道徳性を育む教室
―「論争問題」がひらく共生への対話

答えの出ない「論争問題」を授業でどう扱い、どう子どもたちととも
に考えていけばよいのか。対話が紡ぐ、共生への道。

版

●ネ

批
―「

答え
に考

BT

「学
●山
教育
日本

―教
「学

現現代
実態

学歴を投資のみならず、身体化した学校文化圏としてとらえ、個人が学歴を取
し、専有することの意味を問う。戦時期～現代の学歴資本に対する包括的研究。

学歴の専有と意味
●黄順姫 著

―投資・身体化・文化圏

ス ブス ブ

学歴
専し、専

学
●黄

現代

現
●西
―学

の

育 現

の

育

力「権力
構再構

現代
論的。

批

〈子ども学〉論集

子ども学について研究するための多角的な視点やさまざまなアプローチに
触れ、自身の問題関心と向き合うことをねらいとして構成された論文集。

●石黒万里子 ・青木研作・近藤清華 編著

児児

〈子

子ど
れ触れ

●●石

幼・保・小連携時代を見すえた新しい教育学テキスト！保育士養成・教職課程用
の教育原理等のテキストとして最適の一冊。時代に合わせ改訂した第三版。

教育の基礎と展開
●髙野良子・武内清 編著
―豊かな教育・保育のつながりをめざして

第三版

ダダ

幼・保
の教の教

教
●●髙
―豊

児童
実態

明治
特に

明明
●田

教

特に

教





https://www.koyoshobo.co.jp　　 ※価格はすべて税込

不登校の子どもとフリースクール
持続可能な居場所づくりのために

戦後日本の教員採用
試験はなぜ始まり普及したのか

就活の社会学
大学生と「やりたいこと」

職業婦人の歴史社会学

非行からの「立ち直り」とは何か
少年院教育と非行経験者の語りから

「探究学習」とはいうけれど
学びの「今」に向き合う
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